
 

令和４年度事業報告 

 

１．事業部門（令和４年４月１日～令和５年３月３１日） 

  

 新型コロナウイルス感染症が確認されて３年余り、今後の新型コロナウイルス感染症への対応に

ついては、「新型インフルエンザ等感染症」から「５類感染症」に位置づけることとなり、これまでの

法律に基づき行政が様々な要請・関与をしていく仕組みから、個人の選択を尊重し、個人の自主

的を基本とする対応に転換することになりました。 

 

このような社会的な背景から、幣財団の令和４年度の事業運営では、公益目的事業の研究事

業助成及び教育研修事業等並びに収益事業（季刊誌の発行）のマスタープランに沿って執

行しております。然しながら、新型コロナウィルス感染症が減少傾向にあるものの一部の

公益目的事業や各種の教育研修事業や会議等に事業の変遷が余儀なくされています。 

年度会計において、公益目的事業はプラス 877，904円、収益事業はプラス 561，159円、

法人会計ではプラス 1,545,753 円の黒字で終了しております。主な要因として、収支面で

は株式の配当収入増加、研究事業助成の助成金額は減少したものの、教育研修事業では研

修受講者が緩やかに増加傾向にあります、このことが 3 会計部門での黒字の要因として挙

げられます。 

 

また、通期の収入面においては、市場のマーケット環境においては日米の金利差や円安・

米ドル高といった為替の変動が著しい中ではありますが、資産運用検討委員会で検討の基、

４億円の債権運用組み入れを行うことができました。 
 

今後は公益目的事業の継続性と財務基盤の充実を図るとともに収支面のバランスシート

を確実なものとして実施するに当たり、基本財産運用収益金、株式配当金並びに寄附金収

入により、事業計画（公益目的事業の教育研修事業等）や支援助成事業の執行並びに公益

性を以って事業の計画を実行いたしたく考察いたします。 
弊財団は設立 32 周年を迎え、新たな在宅ケアの推進、啓発活動に取り組み、更なる社会

貢献を目指していくべく事業の推進を図ると共に企業との協業による体制の構築を目指し、

実のある支援を図ってまいる所存であります。 
今後の見通しとしては、ウィズコロナを迎え共存･共生を図りながら、経済情勢又は地政

学的リスクが発生する中ではありますが、新たな公益目的事業の医療、介護、福祉の分野か

ら課題の取組を模索しながら、多様化するニーズを捉え今後の将来に向けた事業の展開を図っ

てまいります。 
 

 



 

〔1〕公益目的事業 

イ． 研究事業助成事業 （公１：在宅ケアに関する研究及び事業に対する助成事業） 

在宅ケア推進の一環として、研究助成・事業助成を行い、もって国民医療・福祉の向上に

寄与するものであり、基本的には、在宅での医療機器、福祉用具を使用しての研究及び事

業であります。 

 

 １）研究・事業助成事業 

●１．令和４年度選考委員会（第 1 回） Web 会議 

決議日 令和４年２月 9 日（水） 

開催方法 Web 会議（配信場所：ﾌﾗﾝｽﾍﾞｯﾄﾞﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社６階大会議室） 

選考委員 北條 慶一 ・千野 直一 ・堀 勝洋（Web 出席） 

 内田 恵美子（Web 出席）・丸山 美知子（Web出席）・角田 亘（Web 出席） 

厚生労働省 （厚生労働省）医療関連サービス室長 古田 章(Web 出席) 

フランスベッ

ド財団 

（会長）松谷有希雄・（理事長）池田茂・（選考担当理事）田原啓佐 

（常務理事）澤本美佐緒・（事務局長）高巣勝則 

議    題 令和４年度助成金募集要項他について 

 

「審議事項」 

第１号議案 令和４年度（第３３回）研究・事業・ボランティア活動助成募集要綱 

※研究助成及び事業助成のカテゴリー表現を一部変更 

第２号議案 助成事業の視点（案） 

※新規選考評価表（５段階評価）案を提案 

 今年度は、現評価表と新評価評価（案）を併用して試行 

第３号議案 令和４年度研究・事業・ボランティア活動 助成金申請書（案） 

第４号議案 令和４年度 助成募集スケジュール（案） 

第５号議案 ボランティアの応募件数について 

第６号議案 選考委員への申請書の送付の在り方等について 

 

 

 

「報告事項」 

 ①令和４年度事業計画（理事会承認事項） 

➊令和２年度（第３１回）研究助成・事業助成の状況 

➋令和３年度（第３２回）研究助成・事業助成の状況 

 

 

 

 

 



 

●２．令和４年度選考委員会（第 2 回）  

   

「議事次第」 

１．開会 会長 挨拶 

２．議長の推薦 

３．議事 

１）議事録署名人の選出 

２）令和４年度応募状況について 

  ⑴令和４年度応募件数（研究３２件 事業６件 ・ボランティア６件） 

  ⑵応募者の属性 

  ⑶応募・採用件数及び金額一覧表 

３）令和４年度助成金採用の審議 

４）選考結果の公表及び通知等の日程について 

５）その他 

  １）５段階評価について（意見交換） 

  ２）令和３年度ボランティア活動助成の変更申請について 

６）報告事項 

  １）令和２年度（第３１回）助成状況 

  ２）令和３年度（第３２回）助成状況 

  ３）委託調査研究について 

４．閉会 

 

 

日    時 令和４年 5 月１９日〔木〕 1８：００～1９：３０ 

場    所 会場：京王プラザホテル ４F なつめ 

選考委員 内田 恵美子、角田 亘、佐々木 淳、千野直一、北條慶一、堀 勝洋 

丸山美知子 

厚生労働省 （医政局地域医療計画課 医療関連サービス室長）原 慎治 

フランスベッ

ド財団 

〔会長〕松谷 有希雄、〔理事長〕池田 茂（欠席）、〔常務理事〕澤本 美佐緒 

〔選考担当理事〕田原 啓佐、 〔事務局長〕高巣 勝則 

議    題 令和４年度助成金採用の審議 



 

●３．令和４年度（第３３回）助成の対象及びカテゴリー 

 〇助成の対象 

・在宅ケア等に関する創意工夫を生かした自発的な事業又は先駆的、実験的なモデル事

業であって、地域の実情に即したきめ細かな研究事業で普及の可能性の有るものに対

し助成を行う。 

・臨床や地域で従事している職員及び福祉機器・医療機器の事業者の個人あるいはグル

ープを対象とする。 

・大学院生を対象とする。但し、指導教員の推薦書（別紙様式 1-3）が必要です。 

・研究助成については大学教員の申請者は、応募の対象外といたします。 

  

（１）研究助成カテゴリー 
①地域包括ケア・訪問看護・在宅介護支援の拡大、およびこれらの質の向上に関する

研究 
②病院から在宅療養への連携（病診連携、病院薬剤師と薬局薬剤師の連携、病院看護

師と訪問看護師との連携及び訪問看護師同士の連携）に関する研究、在宅医療・介

護に関する研究 
③リハビリテーション活動や機器の関する研究 
④難病や終末期及び精神障害の在宅医療・看護・介護支援強化に関する研究 
⑤福祉用具の開発及び活用・効果に関する研究 
⑥その他（医療行為の安全、海外のホームケア、震災後のケア） 

 

（２）事業助成カテゴリー 

①在宅療養者への医療・看護・介護サービス実施事業 

②高齢者や障害者（児）の在宅ケア推進関連事業 

③認知症、難病、終末期、精神障害、被虐待等の在宅医療・看護・介護支援強化に関す

る事業 

 
（３）ボランティア活動助成 

   ○在宅ケアの推進に資する事を目的として、高齢者や障害者（児）等を対象として、公益

のために活動しているボランティア団体に対して助成いたします。 
 

●４．研究・事業助成採用について 

実 施 時 期 助成金決定日～令和５年３月３１日 

募 集 期 間 令和４年２月 16 日～令和４年４月１４日 

応 募 総 数 ４４件 採用件数： ３０件 助成金総額：１０，８２５，０００円 

助成金累計総額 ４９３，３８０、０００円 

 

※助成応募・採用件数及び金額一覧表は次の資料のとおりです。 



※令和４年度助成金採用者一覧表は次の資料のとおりです。 

 



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ロ．教育研修事業〔公２：在宅ケア関連サービスに関する、人的育成を図るために教育研

究事業並びにセミナーを通じての啓発活動事業〕 

１）福祉用具専門相談員指定講習会の実施 
     本研修会は、高齢者の増加かつ多様化するニーズに対応した適切な福祉用具等を提

供するため、必要な知識技能を有する従事者を養成し、もって高齢者の自立の促進及び

介護者の負担軽減を図ることを目的にしております。 

   なお、本研修は、介護保険における福祉用具貸与（販売）事業者の人員基準で定める指

定講習会（東京都知事が平成２７年３月１９日に指定した講習会）の指定を受けて実施する

ものです。 

 
    第一回：福祉用具専門相談員講習会の開催〔27 年度改正〕 ６日間  ５０時間  

      日時：令和４年１１月 9 日（水）、１０日（木）、１１日（金）  

１１月１２日（土）、１１月１８日（金）、１９日（土）  合計６日間 

会場：➊『遠隔講義』１１月９日（水）・１０日（木）・１１日（金）、１１月１２日（土）【４日間】 

（１） 公益財団法人フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団から配信 

（２） 社会福祉法人浴光会 国分寺病院から配信 

（３） マロニエ医療福祉専門学校 理学療法士学科から配信 

➋『集合研修会場』１１月１８日（金）、１９日（土）、【２日間】 

「フランスベッド（株）メディカレント東京３階」 

住所：東京都小平市天神町 4-1-1 
 

参加者：１１名 （終了者数９名：２名欠席） 

       科目：福祉用具と福祉用具専門相談員の役割、介護保険制度に関する基礎 

知識、高齢者と介護・医療に関する基礎知識、個別の福祉用具に関す 

る知識・技術、福祉用具に係わるサービスの仕組みと利用の支援に関 

する知識、福祉用具の利用の支援に関する総合演習 

        受講料：４０，０００円 

※福祉用具専門相談員講習課程 

区分 科目 時間数 

 
 
 
 
 
 
講義 

１ 福祉用具と福祉用具専門相談員の役割  

 
（１） 福祉用具の役割 １ 

（２） 福祉用具専門相談員の役割と職業倫理 １ 

２ 介護保険制度等に関する基礎知識 

 
（１） 介護保険制度等の考え方と仕組み ２ 



（２） 介護サービスにおける視点 ２ 

３ 高齢者と介護・医療に関する基礎知識 

 
（１） からだとこころの理解 ６ 

（２） リハビリテーション ２ 

（３） 高齢者の日常生活の理解 ２ 

（４） 介護技術 ４ 

（５） 住環境と住宅改修 ２ 

４ 個別の福祉用具に関する知識・技術 

 
（１） 福祉用具の特徴 ８ 

演習 （２） 福祉用具の活用 ８ 

 
講義 

５ 福祉用具に係わるサービスの仕組みと利用の支援に関する知識 

 
（１） 福祉用具の供給の仕組み ２ 

（２） 福祉用具貸与計画等の意義と活用 ５ 

 
演習 ６ 福祉用具の利用の支援に関する総合演習 

 福祉用具による支援の手順と福祉用具貸与計画等の

作成 ５ 

  合計 ５０ 

 (注) 上記とは別に、筆記に方法による修了評価（１時間程度）を実施する。 
   ２）福祉用具プランナー研修会の実施 

       本研修会は、介護の現場において適正な福祉用具の利用が促進されるよう、福祉用

具の取扱いに関する知識や個々の福祉用具の利用方法などの専門知識を有する人

材の育成を図るとともに、福祉用具に携わる様々な職種の者に、福祉用具の適正な取

扱いについて共通認識を育て、その基盤として福祉用具の適切な使用と供給の実現

に資する事を目的としております。 

第一回：福祉用具プランナー研修会の開催 １００．５時間 

         日時：令和５年１月５日〔木〕～令和５年３月５日〔日〕 e ラーニング期間 

令和５年２月２５日〔土〕～２７日〔月〕 ３日間 前期集合研修 

令和５年３月 ８日〔水〕～１１日〔土〕 ４日間 後期集合研修 



主催：公益財団法人テクノエイド協会 

集合研修実施機関：（公財）フランスベッドメディカルホームケア研究助成財団 

場所：フランスベッド（株）メディカレント東京３階「東京都小平市天神町 4-1-1」 

          参加者：３１名  （内：補講者 １名・ ：再試験者 ２名） 

受講料：５８、０００円（内、２１，０００円テクノエイド協会） 

          科目：住宅改造各論・対人援助技術・構造とメンテナンス・床ずれ防止関連用具、

高齢者の身体特性・起居、排泄、移動、入浴、移乗関連用具・最新情報、

職業倫理・福祉用プランニング演習他 

        ※福祉用具プランナー認定講習カリュキュラム（105．5 時間）履修科目 

及び時間数 

ｅラーニング科目 履修時間  

福祉用具専門職の役割 1.5Ｈ  

福祉用具概論 1.5Ｈ  

福祉用具の選定と情報提供と相談技術 1.5Ｈ  

相談援助のためのプランニングの理解 1.5Ｈ  

相談援助のためのプランニングの実際 1.5Ｈ  

介護保険におけるケアマネジメント 1.5Ｈ  

対人援助技術 1.5Ｈ  

職業倫理 1.5Ｈ  

認知症の理解 1.5Ｈ  

福祉用具供給の業務 3.0Ｈ  

福祉用具供給に係わる法律関係 1.5Ｈ  

介護保険制度と福祉用具 1.5Ｈ  

福祉用具供給のリスクマネジメント 1.5Ｈ  

高齢者の身体特性 1.5Ｈ  

生活における基本動作・ＡＤＬの理解 1.5Ｈ  

起居関連用具 1.5Ｈ  

移乗関連用具 1.5Ｈ  

移動関連用具（車いす／杖・歩行器） 3.0Ｈ  

床ずれ防止関連用具 1.5Ｈ  

入浴関連用具 1.5Ｈ  

排泄関連用具 1.5Ｈ  

食事・更衣・整容関連用具 1.5Ｈ  

社会参加関連用具（自助具含む） 1.5Ｈ  

コミュニケーション関連用具 1.5Ｈ  

住宅改造総論 7.5Ｈ  

構造とメンテナンス 1.5Ｈ  

合   計 48.0Ｈ  

 



【e ラーニング受講条件】  

1.自宅または職場等でインターネット接続可能なパソコンがあること。 

2.一般的なパソコンの操作ができること。  

3.受講者個人のメールアドレスを所持していること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

集合研修科目 履修時間 

最新情報【講義】 1.5Ｈ 

相談援助のためのプランニングの実際【演習】 1.5Ｈ 

相談援助のためのプランニング演習【演習】 9.0Ｈ 

対人援助技術【演習】 3.0Ｈ 

職業倫理【演習】 1.5Ｈ 

高齢者の身体特性【演習】 1.5Ｈ 

生活における基本動作・ＡＤＬの理解【演習】 1.5Ｈ 

起居関連用具【実技】 3.0Ｈ 

移乗関連用具【実技】 3.0Ｈ 

移動関連用具（車いす／杖・歩行器）【実技】 3.0Ｈ 

床ずれ防止関連用具【実技】 3.0Ｈ 

入浴関連用具【実技】 3.0Ｈ 

排泄関連用具【実技】 3.0Ｈ 

食事・更衣・整容の活動と用具【実技】  

社会参加関連用具【実技】 1.5Ｈ 

コミュニケーション関連用具【実技】  

住宅改造【演習】 9.0Ｈ 

構造とメンテナンス【実技】 3.0Ｈ 

合計 51.0Ｈ 

福祉用プランナー認定試験  1.5Ｈ 

総 合 計 100.5Ｈ 

【標準的なカリキュラム】 

福祉用具プランナー認定講習は、履修時間 100.5 時間の上記カリキュラムとし、「座

学」(48.0 時間)については、学習時間や学習場所に拘束されない「e ラーニング」によ

る学習方法とし、公益財団法人テクノエイド協会内に設置する福祉用具プランナー認

定講習 e ラーニング用サーバーにアクセスして履修する。また、「実技・演習・修了試

験」(52.5 時間)については、集合研修とし、期間内に集合研修のカリキュラムを履修

する。 

【受講資格条件】 受講条件は、下記のⅰ～ⅲを満たす者とする。 

ⅰ 資格（いずれか１つに該当すること） 

パソコン 

環境要件 

（システム等） 

Windows OS／Windows8.1  Windows10 ： Mac OS/OSXｖ10.11.6 

ブラウザ／Windows/Microsoft Edge Chrome67 以降 FireFox60 以降 

Mac/Safari12.1.1 以降 /Chrome70 以降/FireFox60 以降 

モバイル 
（スマートフォ

ン・タブレット） 

iOS／ OS： iOS12 以降    ブラウザ：Safari（最新版） 

Android ／ OS ：Android6.0 以降 ブラウザ：Chrome（最新版） 

ソフトウェ

ア 

Adobe Reader がインストールされていない場合 Adobe 社のホームページから Adobe Reader の最 

新版をダウンロードし、インストールしてください。 

その他 
・日本語版のみ対象となります。  ・音声付きの教材になりますので、イヤホンやスピ

ーカなどをご用意ください。（音声再生ができる環境が必要になります。）    ・快

適にご利用いただくためには、Wi-Fi等、高速なインターネット接続をおすすします。 



a.指定福祉用具貸与事業所又は指定特定福祉用具販売事業所において、福祉用具専

門相談員として、その業務に従事している又は従事した経験のある者 

b.福祉用具関連業務に従事している又は従事した経験のある次の者。保健師、看護

師、准看護師、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、介護福祉士、義肢装具士、介

護支援専門員、建築士（一級・二級・木造） 

c.その他、認定講習を受講することが特に有効であると理事長が認める者 

ⅱ 実務経歴 

認定試験実施日において、福祉用具専門相談員業務または福祉用具関連業務に２年

以上従事した経験がある者 

ⅲ ｅラーニング受講環境等  

a.自宅もしくは職場等で e ラーニング学習に必要な環境、教材を確保できること。 

b.一般的なパソコン等の操作ができること。 

c.受講者個人用のメールアドレスを所持していること。 

【補講・再試験の申込手続き】 
                 （公財）テクノエイド協会ＨＰ「福祉用具プランナー情報システム」内「様式ダウンロード」

より、「福祉用具プランナー認定講習（補講・再試験）申込書」をダウンロードし、（公財）
フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団までお申し込みください。  

再試験費用 3,100 円（消費税込み） 

 

    ３）リフトリーダー養成研修の実施 
 

       本研修会は、介護労働者の身体的負担軽減や腰痛予防のため、移動用リフトをはじ

めとする福祉用具の活用が望まれており、介護者の腰痛予防を図るために、利用者ニ

ーズに対応した質の良いサービス提供の促進に向け、アセスメント手法と身体機能に合

わせた福祉用具の選定や活用方法を学び介護支援に携わる専門職の資質向上を図る

ことを目的にしております。 

      

  第１回リフトリーダー養成研修（札幌市開催） 

        日時：令和４年７月８日〔金〕から９日〔土〕 ２日間 

        場所：札幌市産業振興センター「札幌市白石区東札幌５条１丁目 1-1」 

        参加者：３０名    再試験者６名    

受講料：１５，０００円（内、テクノエイド協会２，７００円） 

          ※この研修終了後に、リフトインストラクター認定試験を実施。 

            筆記試験・実技試験  

 

  第２回リフトリーダー養成研修（広島市開催） 

日時：令和４年１２月９日（金）～１２月１０日（土） 

場所：フランスベッド：広島ショールーム 会議室 

広島県広島市安佐南区大塚西 4-16-1 

        参加者：２２名    再試験者２名    

受講料：１５，０００円（内、テクノエイド協会２，７００円） 

          ※この研修終了後に、リフトインストラクター認定試験を実施。 



※２０２２年度リフトリーダー養成研修カリキュラム 

 
 

第
１
日
目 

 

科 目 科目内容 時間 

リフトリーダーと助成

金制度 

 

（講師）市川 洌  

○リーダーとしての役割と心構え 

○各種講習と考え方 

○助成金制度の概要とポイント 

○腰痛予防対策チェックリストの活用 

10:00 

～  

11:30 

（90 分） 

腰痛の原因と対策 

 

 

 

（講師）市川 洌 

○介護者の腰痛発生状況とその原因 

○腰痛予防に関連する法令、指針など 

○腰痛予防対策 

○労働衛生管理のすすめ方 

○機器導入効果の検証方法 

12:30 

～  

14:00 

（90 分） 

介護作業とリフト 

 

 

（講師）市川 洌 

○吊具の種類と特徴 

○リフトの種類と特徴 

○介護作業のアセスメント 

○次回実技の概要説明 

14:10 

～  

1７:10 

（180 分） 

 

第
２
日
目 

 

移乗関連用具指導法 

 

（講師）市川 洌 

○リフト等の使い方 

○リフト等の指導法 

○機種別（選択）実技 

○個別相談 

9:00 

   ～  

16:00 

(360 分） 

 

※研修会終了後、希望者には JASPA 介護リフト普及協会にてリフトインストラクター認定試験 

を行います。受講希望される方は、申し込み用紙にその旨記載願います。 

当研修受講の方は無料で受験できます。試験は筆記試験並びに実技試験を行います。 

◆1 日目：筆記試験 17:20～ 

◆2 日目：実技試験 16:10～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※第２回リフトリーダー養成研修報告は、当財団ホームページに掲載しています。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ４）〔講演会等〕の実施 
     １．セミナー啓発研修会活動では、高齢者をはじめとする在宅療養者が必要とするニーズ

を捉え、医療・看護・介護に関連した利用者の目線に立った情報提供と在宅ケアを支

える専門職の方への現任教育として講演会等を実施しております。 

     ２．研修会、講演会 

      ●２０２２年介護支援専門員研修会 in 宮城＆山形（案内チラシは下記のとおりです。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 参加者：会場     １５名（仙台）   ・   ３４名（山形） 

             Web    ２９５名（推定値）                 合計３４４名 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ハ．支援助成事業〔公３：在宅ケアの対象となる高齢者や難病の子どもたち等への組織に対す 

る支援助成事業〕 

     在宅ケア推進の一環として在宅ケアに関する研究および事業に対する助成並びに在宅 

ケアに関する調査研究および情報提供を行い、もって国民医療の向上に寄与することを

目的としております。 

「応募要綱」 

 

１．支援助成の主旨 

公益財団法人フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財団は、在宅ケアの対

象となる高齢者や難病のこどもたち等へ地域に根差した療養生活の質の向上と支援

体制の醸成を図る目的で支援活動をしている団体に対し、支援助成を行うものとし、

令和３年度は次の方針で支援助成を行います。 

２．助成対象となる事業 

 

      〇助成の対象 

      ⑴ 高齢者が健康で安心に加え、生きがいのある人生を送るための創意工夫を生かした

自発的な事業又は高齢者福祉の増進を目的とした先駆的、実践的なモデル事業を

対象として支援助成を行います。 

 ⑵ 難病のこども達に対し、地域社会で充実した生活が送れる支援事業、在宅生活に適

した啓発活動事業を実施している団体に対し支援助成を行います。 

⑶ 難病、がん末期等の疾患のある要介護高齢者や重度心身障害児・者は、感染予防 

のために通所サービス等の利用が 困難となっています。このような状況の中、利用

者の安全を確保しつつ医療介護福祉と連携し、利用者の在宅療養 継続に尽力して

いるのが療養通所介護です。新型コロナウィルス感染症予防活動分野として、療養

通所介護事業所に対し支援助成を行います。 

〇支援助成のカテゴリー 

  (１) 高齢者福祉分野 

      ・地域やコミュニティの高齢者を元気にする活動 

      ・高齢者の生きがいや、やりがいをサポートする支援活動 

      ・健康で生きいきと暮らせる基盤づくりを推進する活動 

      ・高齢者が知識・技術・経験を活かして実施する活動 

 

    (２) 難病のこども福祉分野 

      ・難病のこども達の家族を対象とした相談活動 

      ・難病の子ども達の家族同士の交流の場を提供するふれあい活動  

      ・講演会、研修会などで難病のこども達を理解するための活動 

      ・難病のこども達や患者会・家族会が主体的となって実施する活動 

 

     



（３）新型コロナウィルス感染症予防対策活動分野 

      ・高齢者や難病、がん末期等の疾患のある要介護高齢者や重度心身障害児・者の 

感染予防のための活動 

      ・通所サービス等利用者の在宅療養継続に尽力している療養通所介護の活動 

・新型コロナウィルス感染症予防活動分野として、療養通所介護事業所の活動 

 

      ３．支援助成事業 

      令和４年度事業としては、上記（１）高齢者福祉分野への助成を行いました。 

 

      ①高齢者福祉分野（1件）  

 

地域 所属施設・団体名 代表者名 役職名 テーマ 

東京都 健康生きがい学会 辻 哲夫 会長 健康生きがい学会第１２回大会 

             支援助成金額 ４５０，０００円 

 

       

ニ．調査、研究委託事業〔公４：在宅ケアに必要とする医療や看護、介護の総合的な 資質の

向上を図る目的のもとに調査、研究の実施事業〕 

       在宅ケアに関する調査、研究並びに情報の収集と課題分析を整理し、高齢者が住み

慣れた地域で最期まで暮らし続けることが望ましいと考えます。そのためには、医療、

看護、介護にかかわる専門職の役割は重要であり、いかに質的なケアができるかが大

きな課題でもあります。利用者の目線から医療、看護、介護関係者の居宅サービスが

どのように捉えているかの実態調査を行い、課題抽出しその改善策として何が必要で

あるかを明らかにすることで、専門職に携わる関係者に情報提供することで質的な向

上を図れればなお一層国民一人一人の生活基盤が築けることで豊かな社会が望める

ものと確信しております。 

      （調査、研究委託事業の流れ） 

       １．期初に本年度の財団の実施する調査、研究のあり方検討委員会を立ち上げ、計画

の立案を策定いたします。 

       ２．調査、研究を行うための財源並びに必要とする財産としては、 

         公益目的事業の区分会計処理を行い、基本財産の運用益もしくは寄付金による共

通費から支出し財源を確保してまいります。 

       ３．調査、研究の成果の公表としては、年度に調査、研究が終了した段階で報告書を

作成し、関係機関への送付を行います。 

     

      （令和４年度の調査研究委託事業内容） 

      在宅ケアに関する調査・研究並びに情報の収集及び提供を行う事業（以下「調査研 

究委託事業」という。）を実施いたします。 

調査研究委託事業は、次のとおりとする。 



         一 福祉用具の活用・効果に関する調査・研究の委託事業 

 二 介護・療養事業所における労働環境問題に対する調査・研究の委託事業 

 三 介護者の労力軽減を図るためのプランニングの実態調査・研究の委託事業 

         四 その他、財団の事業に関する調査・研究の委託事業 

 

 （２０２２年度調査、研究事業のテーマ）二班での実施 

 

 

 

 

 

一 

班 

 

 

調査研究事

業テーマ 

「マルチポジションベッド導入効果の検証」患者・職員そ

れぞれの視点から効果を検証する。 

目的・ 

意義 

 

 

 

マルチポジションベッドは「ベッドポジション」（寝姿勢）、「リク 

ライニングポジション」（長座位）、「シーティングポジション」（端 

座位）、「スタンディングポジション」（立ち上がり）という４つのポ

ジションを取ることができるベッドである。各ポジションを様々な

場面ごとに活用することで、リハビリ支援、誤嚥リスク軽減等のメ

リットを生むことが可能と考えられる。病院において試験的に導

入し、患者に対しては自立支援や活動負担の軽減、職員に対

しては介護負担軽減の面から効果を検証する。 

委託契約

者 

医療法人社団永生会 永生病院 看護部長 安藝 佐香江 

調査研究期間 令和４年１月 1 日から令和５年３月末日まで 

 

調査委託事業 

費 

５００，０００円 

➡期間が短縮のため、減額を行った。 

 

 

  

 

 

 

 

二 

班 

 

 

 

 

 

調査研究事

業テーマ 

ICT 及び自立支援ベッド等福祉用具の活用による介護負担軽

減評価 

目的・ 

意義 

ICT と様々な福祉用具のイノベーションを最大限活用し、病院

入院患者や有料老人ホーム等施設入所者の自立を支援。看護

職や介護職の精神的、身体的負担の軽減により、ゆとりをもち

活き活きした看護・介護現場を創造し、未来ある日本独自の介

護・看護システムの構築を目指すものである。 

委託契約

者 

有限会社望月彬也リハデザイン代表取締役 望月彬也 

研究期間 令和４年１月 1 日から令和５年３月末日まで 

調査委託事業

費用 

５００，０００円 

➡期間が短縮のため、減額を行った。 

 



ホ.海外調査、研究、研修事業〔公５：海外の先進医療や福祉機器の先端技術の革新か 

ら見る総合的な視点から、視察、調査、研究、研修を実地し、国内への啓発事業〕 

 １．海外研修計画について 

①医療機関が実施している海外研修への参加 

②海外の認知症対策への取り組みの視察、調査の実施 

③医療機器・福祉用具の展示会並びに取り組みに関する状況の把握、調査 

④海外における高齢者対策へのサポート事業（福祉用具の専門職の人材育成研修会等

の実施） 

イ）中華人民共和国香港特別行政区において福祉用具相談員人材育成研修の開催を予

定している。 

  ロ、中華人民共和国浙江省の浙江省老年サービス協会とのコラボで認知症予防対策のセ 

ミナー開催予定 

     

🔴🔴上記イ）、ロ）の海外研修事業にいたっては、現行、新型コロナウィルス感染拡大の影

響により海外渡航が禁止されている状況化であり、国の渡航許可が解除される状況を

見ながら判断していく事とする。 
 

〔２〕収益目的事業 

〔収１：在宅ケアに関連した、医療、介護、看護分野のニーズを捉え小冊子の発行事業〕 

１）季刊誌「ふれあいの輪」を収益事業として、会計区分している。 

高齢者が安心して在宅生活を送り、住み慣れた我が家で最期を迎えることは、誰もが

望むところである。そのためには社会資源を活用したネットワークの構築と情報の共

有化が不可欠である。季刊誌「ふれあいの輪」の配布先は、医療、看護、介護を含む

幅広い分野の皆様に配布を行っている。 

●１．医療、看護、介護の専門分野の方に執筆をお願いして発行し、社会の動向を 

踏まえた最新情報を掲載し一般国民の皆様に提供 

        ・今年度、秋以降号毎にテーマを決め、そのテーマに関連した内容を構成 

        ・今年度より、介護支援専門員のケアマネジメント力の向上につながるよう、「在宅

ケア・ケース事例」の連載を開始 

●２．１年４回の発行（春、夏、秋、冬）１回の発行部数１０，７６０部 

※中間報告では、夏号、秋号の発行になります。 

№２０５ （夏号） 

2022.7.1 発行 

・トップインタビュー 

 介護医療院は介護のハイブリッド。病院に附属する在宅 

施設を考えている。 

社会医療法人若竹会 社会福祉法人若竹会理事長 



つくばセントラル病院名誉院長  竹島 徹 氏 

・介護最前線 

  最期に寄り添う見取り犬の奇跡 

  社会福祉法人心の会 理事長 特別養護老人ホーム 

  さくらの里山科      施設長   若山 三千彦 氏 

・新しい高齢者ケアの取り組み 

  高齢者と学生の同居を支援する古都発住環境マッチン

グシステムとは 

  京都ソリデール事業（京都府・建設交通住宅課） 

・在宅ケア ケース事例 

 複数・多職種のサービスを連携しながら在宅を支援する 

 〈監修〉国際医療福祉大学大学院 先進的ケア・ネットワ

ーク開発研究分野    教授    石山 麗子 氏 

・福祉用具の活用事例 

 いろんな手すりを組み合わせて在宅での店頭を未然に防 

 ぐ  マルチフィットてすりシリーズ 

・（公財）フランスベッド財団令和４年度（第３３回） 

 助成事業の採用案件決定 

№２０６（秋号） 

テーマ：認知症 

2022.10.1 発行 

・トツプインタビュー 

松戸プロジェクトの命題は、「介護予防」という社会課題

を、都市資源を使って解決することにあった。 

  千葉大学 予防医学センター社会予防医学研究部門 

                 教授  近藤 克典 氏 

・介護最前線 

認知症になっても命輝く未来を目指し２０２５年大阪・関

西万博で世界からのお客様を１００万羽の折り鶴で迎え

よう 

  ゆめ伴プロジェクト in 門真実行委員会 総合プロデュー

サー・介護支援専門員       森 安美  氏 

・知っとく！ 

 軽度認知障害（MCI）は認知症ではない。もとに戻る可能

性もある。 

 国立研究開発法人 国立長寿医療研究センターもの忘

れセンター     副センター長 佐治 直樹 氏 

・ズームアップひと 

  特別養護老人ホーム駒場宛 



              施設長     坂野 悠己 氏 

 施設や職員の都合で当たり前のように行われている介護 

を変えたかった 

・在宅ケア ケース事例 

  在宅が難しくなった認知症利用者の生活習慣を大切に 

取り組んだ事例 

  〈監修〉国際医療福祉大学大学院教授 

日本ケアマネジメント学会理事長 白澤 政和 氏 

・研究・事業助成採用事例 ２０２１年度（第３２回）/高齢者

や障害者（児）の在宅推進関連事業 

 「こどもホスピス」実現の第一歩として、医療機関内に「ドリー

ムルーム」を開設  

NPO 法人東京こどもホスピスプロジェクト 佐藤 良絵 代表 

・福祉用具の活用事例 

  認知症で夜が心配な人に、睡眠を支援する福祉用具が

ある。 ウェイテッド Hug（ﾊｸﾞ）ふとん 

№２０７（号） 

2023.1.1 発行 

・トップインタビュー 

 発がんや老化は「トロメア」と深い関係にあることが分かっ

てきました 

    東京都健康長寿医療センター研究所 

    高齢者がん研究グループ 研究員 野中 敬介 氏 

・介護最前線 

 耳にインカム、介護ソフトは自社開発申し送りの為の会議

は完全廃止した 

    社会福祉法人善幸会 

    最高執行責任者兼統括施設局長 宮本 隆史 氏 

・知っとく 

 クッキングリハビリ 料理はリハビリになる五感と筋肉を働

かせるから 

 医療法人社団誠和会 作業療法士 丸田 淳司 氏 

・在宅ケア ケース事例 

 本人のやる気を引き出すことで、リハビリ効果は最大限に

なる 

 〈監修〉国際医療福祉大学大学院 先進的ケア・ネットワ

ーク研究分野 教授          石山 麗子 氏 

・研究・事業助成 採用事例 



 学生が主体となり、地域住民への「がん」啓発活動を実施 

 泉佐野泉南医師会看護専門学校 

・福祉用具の活用事例 

 介護予防教室で活躍中 姿勢を改善、身体も心穏やか

に トランスソリューション 

 ミストラル健康センター管理者・介護福祉士 

                       山口 裕子 氏 

・「令和４年度第１回リフトリーダー養成研修」in 札幌 報告 

・「２０２２年度介護支援専門員研修」in 宮城＆山形 報告 

№２０８号 

2023．4．1 発行 

・トップインタビュー 

 福祉用具に限らず、広く高齢者の生活全般に目を配り、

老老介護を補う仕事がしたい 

  フランスベッド株式会社 代表取締役社長 

  （公財）フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成

財団 理事長            池田 茂 氏 

・介護最前線 

 広尾の超一等地に立つ日本赤十字社直轄の介護保険 

施設を訪ねて 

日本赤十字社総合福祉センター特別養護老人ホーム 

ﾚクロス広尾 看護サービス課長  園部 正寿  氏 

・知っとく 

 ノーリフティングケア実は、人口減少と高齢化が進む高知

県で先行している 

 ナチュラルハートフルケアネットワーク 代表理事 

 日本ノーリフト協会理事        下元 佳子  氏 

・在宅ケア ケース事例 

 介護ロボットや ICT を活用することで夜間訪問を減らし睡

眠の質を確保する 

  〈監修〉国際医療福祉大学大学院教授 

日本ケアマネジメント学会理事長 白澤 政和 氏 

・ズームアップひと 

 すべての人が、最期に「愛されている」と感じて旅立てる

社会をつくりたい 

 日本社団法人 日本看取り士会 会長 柴田 久美子氏 

・トピックス 

 福祉用具の活用事例 



 レンタル福祉用具はなぜいつも新品同様なのかメンテナ

ンスの舞台裏をのぞいてみた 

 フランスベッドメディカルサービス株式会社 

            代表取締役社長 野口 幹夫 氏 

・（公財）フランスベッド・メディカルホームケア研究・助成財

団 年間行事予定（２０２３年度） 

●３．配布先については、購入事業者（フランスベッド㈱全国９３箇所の営業所）へ送付

し、各医療、看護、介護関連施設並びに一般の方々へ配布を行っております。 

２．管理部門 

令和４年度の当財団管理部門の概要につきましては、以下の通り報告いたします。 

 

 〔１〕許認可事項 

     なし 

 〔２〕会議開催状況 

     理事会、評議員会、企画委員会等の開催状況は次の通りです。 

   （１）理事会 

     第３２回定時理事会（令和４年 5 月２７日）Ｗｅｂハイブリット会議 

       第 1 号議案  令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 
事業報告及び決算承認の件 

       第 2 号議員  定時評議員会の招集通知について 

       第 3 号議案  保有株式の権利行使について  

       第 4 号議案  令和４年度研究事業助成採用について 

その他報告事項 

                1．基本財産運用見直しについて 

                 ①令和４年度基本財産の運用方針について 

                 ②基本財産運用商品購入の件 

     第３３回定時理事会中間報告（令和４年１０月２１日）Ｗｅｂハイブリット会議 

         報告事項Ⅰ－Ⅰ 令和４年度（令和４年４月１日～令和４年９月３０日） 

                    事業報告の件 

       報告事項Ⅰ－Ⅱ 令和４年度（令和４年４月１日～令和４年９月３０日） 

                    財務諸表の件 

       報告事項Ⅱ   １ 令和４年１０月～令和５年３月の事業計画 

                  ２ 教育研修事業計画 

                  ３ 出版事業（ふれあいの輪）季刊誌発行 

                  ４ 財団設立３５周年記念事業計画 

 



     第３４回定時理事会（令和５年２月６日）Web ハイブリット会議 

       第１号議案  令和５年度事業計画 

       第２号議案  令和５年度収支予算書 

       第３号議案  変更認定申請について 

       第４号議案  定款変更について 

       第５号議案  資金調達及び設備投資の見込みについて 

       第６号議案  定時評議員会の招集通知の件 

       第７号議案  選考委員の選任について 

       その他報告事項 

                ①令和５年度行事予定 

 

（２）評議員会 

    第２２回定時評議員会（令和４年６月１５日） Web ハイブリット会議  

       報告事項 1. 令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月 31 日） 
                事業報告の報告 

       決議事項 

       第１号議案  令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

計算書類等承認の件・監事報告 

         第 2 号議案  役員（理事・監事）の選任の件 

       第 3 号議案  役員（評議員）の選任の件 

報告事項：   １．保有株式の権利行使について 

２．令和４年度研究事業助成採用について 

３．令和４年度の基本財産運用方針について 

    第２３回定時評議員会（令和５年２月２４日）Web ハイブリット会議 

       第１号議案  令和５年度事業計画 

       第２号議案  令和５年度収支予算書 

       第３号議案  変更認定申請について 

       第４号議案  定款変更申請について 

       第５号議案  資金調達及び設備投資の見込みについて 

       その他報告事項 

                ①令和５年度行事予定について 

                ②選考委員の選任について 

                ③評議員の任期満了に伴う、評議員改選について 

    （３）企画編集会議開催 

     第 1 回 季刊誌「ふれあいの輪」秋号企画編集会議（令和４年７月２９日） 

イ） 第 20６号の掲載内容の検討会 

ロ） 各頁の進捗状況報告会 



     第 2 回 季刊誌「ふれあいの輪」冬号企画編集会義（令和４年１０月１７日） 

イ） 第 20７号の掲載内容の検討会 

ロ） 各頁の進捗状況報告会 

     第 3 回 季刊誌「ふれあいの輪」春号企画編集会議（令和５年１月１７日） 

イ） 第 208 号の掲載内容の検討会 

ロ） 各頁の進捗状況報告会 

 

〔３〕内閣府提出資料   

   （１）事業報告等に係わる提出書 

    公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第２２条第１項の規程により提出。 

・提出日：令和４年６月２９日（水） 

・提出先：内閣府大臣官房公益法人行政担当 

・提出資料：財産目録、役員等名簿、報酬等の支給の基準を記載した書類、計算書類等 

    （２）変更認定申請書に係る提出書 

    公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第１２条第１項の規定により提出 

    ・提出日：令和５年３月１４日（火） 

    ・提出先：内閣府大臣官房公益法人行政担当 

    ・提出資料：変更認定申請書、公益目的事業の変更、法人の財務に関する公益認定の基

準に係る書類他 

    （３）事業計画に係る提出書 

    公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第２２条第１項の規程により提出。 

    ・提出日：令和５年３月２４日（水） 

・提出先：内閣府大臣官房公益法人行政担当 

・提出資料：令和５年度事業計画、令和５年度全体予算、定時理事会議事録他 

  

 

 

 

 

 

 



３．その他報告事項 

 

〔1〕インボイス制度への取組 

  ●インボイス制度（請求書の記載要件：適格請求書） 

   ・インボイス制度とは「適格請求書の記載要件」のこと 

    ➡国税庁登録「適格請求書事業者」が発行、必要事項が記載された請求書 

     「適格請求書」 

 

  ●インボイス制度（売り手側作成の適正化） 

   ・インボイス制度の観点 

    売り手側の請求書作成：インボイス交付及び写し保存義務あり 

   ・インボイス制度のポイント「売り手の義務」 

    適格請求書発行、記載要件充足 

 

  ●売り手の立場 

   ・「交付相手の得意先に迷惑をかけない」 

   ・「適格請求発行事業者に交付・保存義務あり」 

※適格請求書事業者の登録申請 

   ・適格請求書の発行（インボイスの発行）➡受け取り側で仕入税額控除 

   ・２０２３年１０月以降は適格請求書発行事業者が発行する請求書のみ仕入税 

額控除可能 

      ・適格請求書発行事業者の登録申請書を所轄税務署へ直接又は電子提出 

     ・２０２３年１０月以降の発行請求書等に登録番号（T0000000000）を記載 

   当財団では令和４年１０月末日に適格請求書発行事業者の登録申請書を提出 

 

〔2〕DX 推進に向けた取り組み 

    ステップ 1 

    研究・事業ボランティア活動助成におけるエントリシートのシステム化 

    ・運用方法の見直し 

    ・ホームページの改修依頼 

    ・Quick Creator の導入及びシステム作成 

    ステップ２ 

    申請書の一元管理及び電帳法への対応 

    ・ドキュメント管理システムの導入及び環境作成 

    ・電帳法の書類の洗い出し及びシステムへの登録・保管 

    ステップ３ 



    ・申請書の提出方法の見直し 

    ・選考委員会とのやり取り見直し 

    ・電子契約サービスの導入 

〔3〕熊本地震震災義援金募金額  

※（管理口座名義： 公益財団法人ﾌﾗﾝｽﾍﾞｯﾄﾞ・ﾒﾃﾞｨｶﾙﾎｰﾑｹｱ研究・助成財団 

東日本大震災義援金口にて別会計口座の管理） 

                                                  (単位：円) 

研修会〔講演会〕 募金額  

前期繰越金  581,109  

利息 2  

寄附金（AAR ジャパン） ▲200,000 トルコ大地震 

支援寄附金 

令和 5 年３月３１日現在 計 581,111  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


